
１． 東洋医学概論

２． リハビリテーション論

３． 看護倫理

４． 看護管理論

５． 地域・在宅看護技術論

６． 地域・在宅看護過程

７． 精神看護額援助論Ⅱ

８． 成人看護学援助論Ⅱ

９． 成人看護学援助論Ⅳ

１０． 高齢者看護学援助論Ⅱ

１１． 小児看護学援助論Ⅱ

１２． 母性看護学援助論Ⅱ

１３． 成人看護学実習Ⅰ

１４． 成人看護学実習Ⅱ

１５． 高齢者看護学実習Ⅰ

１６． 高齢者看護学実習Ⅱ

１７． 小児看護学実習

１８． 母性看護学実習

１９． 精神看護学実習

２０． 地域・在宅看護学実習

２１． 看護研究Ⅱ（看護研究の計画）

看護学科 ２年　後期　専門基礎科目／専門科目
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】60分
【復習】60分

【復習】60分

【予習】90分

【復習】90分

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

1. 臥床時の体重のかかり方を均等にするためのタオルの使い方を体験する
2. 爪根に平行な爪の中心のとり方を体験する
3 .爪の周囲のマッサージを行うことができる

4. 家庭用爪切り及びニッパーを用いた爪きり法を体験する
5. 臨床で活用できる簡単なマッサージを体験する
6. 一日の疲れを簡単にとる方法を体験する

Ｂ　専門的技術

Ｅ　自己管理力

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
【柴原】出席状況と授業毎に行う小試験の結果により成績を評価する。
【四日】出席状況とレポートにより評価する  【室谷】出席状況とレポートにより評価するテスト：50％  その他：50％

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
【柴原】  1.  東洋医学の心身一如の理念を理解して欲しい。
　　　　　　2.  東洋医学的病態を判断した上での漢方方剤による治療体系を理解して欲しい。
【室谷】身近なタオルや用具を使用して、簡単にできるケアの方法を提案します。ご自身のため、またご家族のため、病の人へのケアのた
め、是非試してみてください。
【四日】東洋医学的な体質傾向を知ることで、自身の体調を整える技を持つとともに、患者のアセスメントに応用できることを目指しましょう。

使用テキスト：　必要に応じて資料を配布します その他参考文献など：
【柴原・四日】「絵でみる和漢診療学」ＪＪＮスペシャル寺澤捷年 著
（医学書院）
【室谷】「からだがスーッと楽になる全身ケア」室谷良子 著（メトロ
ポリタンプレス）、「ピクチャーブック  爪のケア・手足のケア技術」
室谷良子 監修（看護の科学社）

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

⑧【室谷】一日の疲れを簡単にとる方法の体験

④【四日】全体性の理解と治癒力促進のケア

⑦【室谷】臨床で活用できる簡単なマッサージ体験

【復習】自分の体調の変化を東
洋医学的に感じてみましょう。

【予習 】自分の身体の冷えや歪
みを体感してみましょう。

【復習】学んだことを日常生活の
一部に取り入れていきましょう。

⑤【室谷】臥床時の体重のかかり方を均等にするタオルの置き方の体験

⑥【室谷】爪の周囲のマッサージ、爪根に平行な爪の中心のとり方、切り方の体験

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

②【柴原】漢方医学的概念(2) ”気血水論”と頻用される漢方方剤

③【柴原】漢方医学的診察法と漢方方剤の副作用について

①【柴原】現代医療における東洋医学の役割と漢方医学的概念(1) ”陰陽虚実”
【予習】事前配布の資料を読んで
おきましょう。

【復習】学んだことで、自分の体
調を診断してみましょう。

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期： 【柴原】授業毎の最後に小テストを行う

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：採点し返却する

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

1.  東洋医学と西洋医学における「病態認識」及び「治療概念」の違いを理解する。
2.  東洋医学における「診断法」を理解する。
3.  臨床における漢方薬の利用状況（主要な対象疾患と頻用方剤，副作用などの問題点など）を理解する。
4.  西洋医学では解決のつかない健康問題をもつ対象への非薬物療法について理解する

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

【柴原】日本における現代の医療では慢性疾患を含めた様々な症状への対応が求められており，伝統医学
の役割が再認識されている。東洋の伝統医学と近代西洋医学では病態認識や治療概念が大きく異なって
おり，今後は伝統医学と近代医学との調和をいかに推進するかが重要な課題となる。そこで，本講義では
東洋医学における概念や診断，治療に用いられる漢方薬の副作用を理解することを目標とする。
【四日】看護の中心概念と東洋医学の心身一如の概念は類似している。本講義では、心と身体を統合的に
捉える全体性を理解し、ひとが本来持つ治癒力を促進するケアについて理解する。
【室谷】古くから家庭で伝えられてきた、血の道療法の手わざ法の一部を取り入れ、いつでも、どこでも、誰
でも、簡単に、短時間で実行でき、ケアする人もされる人も負担の少ない疲れない方法を提案します。この
方法は、身体を温めることで、活動しやすくなり、活動することで自然治癒力を蘇らせ、心身の活性化を図り
ます。病のある人やあるいは病気がないにもかかわらずどこか体調の優れない方々への適用はもちろん
のこと、現在健康であるがさらに健康的に生活したい方々にも提案することができます。医療に携わる皆さ
んは、まずは自分自身が心身共に健康であることが求められます。本シリーズでは、まずは、自分自身の
身体を調整する方法を知ること、そして、健康問題に様々な反応を示す人々の苦痛や不安、心配事が最小
限になるためのケアの一部を紹介します。これらのケアによる実証や臨床結果も併せてお伝えします。

キーワード

東洋医学漢方薬 全体性
治癒力の促進非薬物療法 爪きり

マッサージフットケア 血の道療法伝統医学

授業における学修の到達目標

看護学科

科目の区分 備考

東洋医学概論 担当教員　氏名：　
柴原  直利、四日  順子、 室谷  良子
とりまとめ　村井

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門基礎科目 必修後期 講義
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門基礎科目 必修後期 講義

看護学科

科目の区分 備考

リハビリテーション論 担当教員　氏名：　
小川順大、森田康紀、木村智恵
とりまとめ　炭谷

授業方法

リハビリテーションの概念と医療の流れについて理解を深める。
言語療法、作業療法、理学療法の理論と実際について理解を深める。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

言語聴覚士の立場から言語療法の考え方、その実際の看護への期待、連携のあり方について
説明する。作業療法士の立場から言語療法の考え方、その実際の看護への期待、連携のあり
方について紹介する。
リハビリテーションの概念。リハビリテーション医療と理学療法士の取り組み、実務経験に基づく
主要疾患のリハビリテーション制度の現状と課題。看護師に望みたいこと等を説明し理解を深
めてもらう。

キーワード

リハビリテーション、
言語療法、作業療法、理学療法、

脳血管疾患・高次脳機能障害・廃用症候群

授業における学修の到達目標

⑤【小川】リハビリテーションの概念、障害の捉え方と援助活動<W.H.Oの概念>など

⑥【小川】リハビリテーション医療のながれと理学療法の進め方<理学療法>
※実習室で関節の動かし方等を学習する為、動きやすい服装でお願いします

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

それぞれの専門士として実務する経験から、看護への期待・連携のあり方について教授する。

②【木村】言語療法の実際（嚥下障害について）、まとめ

③【森田】作業療法とはについて学ぶ、作業療法の目的と対象、作業療法の実際についてナースとのか
かわり

①【木村】言語聴覚療法とは、言語療法の実際（失語症・構音障害等のコミュニケーション障害につい）
【予習】言語療法について調べておく
【復習】講義内容の復習

【復習】講義内容の復習

【予習】作業療法について調べておく
【復習】講義内容の復習

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：
課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
講義の最後に実施します。(木村)
試験において60%以下の者は、別途レポート提出。その他、試験後解答例を配る。(小川)
試験用紙に結果・コメントを記載し、フィードバックとします。(森田)

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
テキストは指定しませんが、各自「リハビリテーション医療」について予備知識があれば、話を深められると思います。

使用テキスト：
必要に応じて資料を配布します。

その他参考文献など：
　「理学療法概論テキスト」南江堂
「地域リハビリテーション論」三輪書店
「『作業』って何だろう」医歯薬出版

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

⑧【小川】まとめ、意見交換

④【森田】作業療法の実際について学ぶ、まとめ

⑦【小川】リハビリテーション医療の現状と課題、看護師に望むこと

【復習】講義内容の復習

【予習】看護とリハビリテーションの
かかわりについて自分の考えをまと
めておく
【復習】講義内容の復習

【復習】講義内容の復習

【復習】講義内容の復習

【復習】講義内容の復習

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

リハビリテーション医療における看護の役割について自分の考えを表現できる。

リハビリテーションにかかわる人々にふれ連携のあり方について考える。

Ｃ　論理的思考力

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：各担当講師により、評価法が異なる
テスト100%(木村) テスト100%(小川) テスト100%(森田)
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 50 ％ 発表： 30 ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

看護過程の展開の技術を習得できる。

科学的・分析的態度を身につけることができる。

演習やグループワークを通して、自己の役割を理解し、リーダーシップおよびメンバーシップのあ
り方を形成する。

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

Ｅ　自己管理力

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：医療におけるパターナリズムに潜む倫理的課題が看護現場には多く存在する。常に看護者とし
て倫理的視点にたち、対象のもつ権利擁護できる力が必要とされている。倫理的感受性を育てながら、対象の意思決定支援が行える看護
者として学んでほしい。

使用テキスト：
1．看護倫理  医学書院  ISBN978-4-260-03445-6

その他参考文献など：
1.看護倫理  学研  石井トク他
2.看護者のための倫理的合意形成の考え方・進め方  医
学書院  吉武久美子
3.身近な事例で学ぶ看護倫理  中央法規  宮脇美保子

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：「レポート：40％」については，提出状況や内容についてを評価する。
「その他：20％」については、授業（演習）での参加姿勢（出席状況）や取り組み姿勢を評価する。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

⑧発表会

④各自で、自らの事例の分析を行う

⑦PowerPointにまとめる

【予習】各自の事例の抽出・文献検
索
【復習】事例の整理

【予習】文献検索
【復習】事例の整理

【予習】文献検索
【復習】事例の整理

【予習】PPの構成の計画
【復習】PPの作成

【予習】PPの発表準備
【復習】学びのレポート

⑤個人の分析内容をもとに分析を多角的に行う

⑥同上

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

ICUの実務経験から、治療への患者・家族の意思決定場面や拘束等の実際を体験し、倫理的ジレンマを感じる場面が
多くあった。倫理とは何か、看護に求められる倫理とそれに基づいた援助とはを考えながら、授業に活かしたい。

②事例の解釈について(倫理的課題の分析)

③倫理とはなにか倫理的課題解決のプロセス

①倫理学の既習内容、倫理的葛藤の考え方、実習における倫理的葛藤場面の描写
【予習】テキストP10～22をまとめ
【復習】課題プリント

【予習】テキストP140～152をまとめ
【復習】課題プリント

【予習】テキストP10～22をまとめ
【復習】課題プリント

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：課題学習、グループワークを行う。
 別に定めた日時に、本科目における学習内容の確認とまとめを実施する。適宜、レポートによる課題を提示する。テーマや提出日は講義内に伝える。5
回小テストを実施する。(講義前に)

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：  提出された課題について
は修正部分を指摘し、修正し再提出されたものを評価対象とする

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

人間関係を成立・発展させる技術として、コミュニケーション技術の実践への活用方法が理解でき
る。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

対象のヘルスニーズを判断するために必要な基礎的知識や技術を習得できる。看護の対象であ
る人々の安全、安楽、自立、個別性を支えるために正確な知識、技術の習得の必要性がわかる。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

看護は、対象のもつ力を最大限に引き出し、病気やそれに伴う心理・社会的な問題を対象ととも
に解決することである。そこには、常に課題とそれに対する対象の意思決定が必要とされる。倫
理的感受性をもち、対象の意思決定の支援ができる能力を育成する。

キーワード

倫理、法、道徳の考え方倫理的判断
倫理原則
倫理的意思決定

授業における学修の到達目標

看護学科

科目の区分 備考

看護倫理 担当教員　氏名：　 高田　亮子

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期 講義
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 30 ％ レポート： 30 ％ 発表： 20 ％ 実技試験： ％ その他： 20 %

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

⑫【千・高橋・泉・炭谷】　危機管理-5　迅速な救急システムとの連携　BLSの評価

⑩【千・高橋・泉・炭谷】　危機管理-3　迅速な救急システムとの連携　BLSの講義

⑪【千・高橋・泉・炭谷】　危機管理-4　迅速な救急システムとの連携　BLSの演習

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

リーダーシップ・メンバーシップの役割を理解し、行動できる

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

F  チームワーク・リーダーシップ

看護管理、医療安全、危機管理、マネージメントについて理解を深める

看護サービスを提供するために計画的、継続的に活動する仕組みを考える

臨床実習を展開するにあたり、チームの課題とその解決に向けて活動する

G　倫理観

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：
授業はこれまでの学習の総まとめとしての評価判定とする。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
この単元では、看護管理を広くとらえて、医療安全管理、マネジメント力について学び、臨地実習でリーダーシップが発揮できることを目指します。
実技試験に合格することで、BLS(心肺蘇生初級コース)のライセンスが取得できます。

使用テキスト：
・系統看護学講座　看護管理　看護の統合と実践　　医学書院　ISBN　978-4-
260-03182-0
・写真でわかる看護現場で行う医療安全行動アドバンス 　インターメディカ出版
ISBN 978-4-89996-455-1

その他参考文献など：
・カモメになった　ジョン・P・コッター　藤原和博訳　ダイヤモンド

社

・P＆G式伝える技術徹底する力　高田誠　朝日新書

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

⑧【山元】領域別実習の準備　=チーム力強化と機能=　プレゼンテーション

④【山元】医療安全管理と危機管理-1

⑨【山元】全体のまとめ・評価試験

⑦【山元】領域別実習に向けての組織図の完成と役割分担　グループワーク

⑤【山元】医療安全管理と危機管理-2

⑥【米山】看護管理の実際と経営

【予習】領域別実習の目的と内容を理解
【成果】チーム力を発揮し、スムーズに領
域実習に望むことができる。

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

②【山元】看護提供システムとマネジメント

③【山元】看護管理と医療安全行動の徹底

①【山元】看護管理の基本とマネジメント

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：
課題学習、グループワークを行う。テスト、レポート、発表、実技試験の実施時期：別に定めた日時に、本科目における学習内容の確認とまとめを実施す
る。適宜、レポートによる課題を提示する。テーマや提出日は講義内に伝える。5回小テストを実施する。（講義前に）

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
提出された課題については修正部分を指摘し、修正し再提出されたものを評価対象とする。

授業計画
学修内容

準備学修（予習・復習等）

看護実践をする上で、倫理的配慮を考慮しながら行動できる

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

【予習】事前の課題を提出する
【復習】テキストと授業資料復習

【予習】テキストを熟読する
【復習】テキストと授業資料復習

【予習】指定したテキストを熟読
【復習】テキストと授業資料復習

看護学科

科目の区分 備考

看護管理論　 担当教員　氏名：　
山元恵子（とりまとめ）
千英樹・高橋絹代・泉朱子・炭谷英信

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期 講義

授業科目の学修教育目標の概要：

①看護管理の基本を学び、質の高い看護を提供するためにび看護組織が担う役割を理解する。
②看護現場で行う医療安全行動を理解し、看護管理の視点から危機管理を学ぶ。
③リーダーシップを身につけ領域別実習においてチーム組織に貢献できる。

キーワード

看護管理、看護組織、安全管理、
組織論、看護サービス、リーダーシップ

授業における学修の到達目標

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

看護管理者・医療安全管理者・看護職能団体の代表としての実務経験を活かし、実践的な授業を行う。
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 30 ％ レポート： 30 ％ 発表： 30 ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

地域・在宅看護活動基盤形成に必要な技術が習得できる。

情報や知識を持って課題抽出・解決ができる。

グループワークを通してチームに参画することができる。

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ｈ　コミュニケーション力

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：
「その他10％」は講義の取り組み姿勢を評価します。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
予習・復習を前提として講義を進めていきます。受け身ではなく積極的に望んでください。

ゲストスピーカー　宮脇真未先生とそれぞれ分担し教授する

使用テキスト：
1.地域・在宅看護の実践 医学書院 河原加代子ISBN978-4-260-04714-
2C3347
2.在宅看護技術、メヂカルフレンド社、正野逸子・本田彰子ISBN978-4-8392-
1558-0 c3347

その他参考文献など：
　家族看護を基盤とした地域・在宅看護論 第6版
(日本看護協会出版会) ISBN 978-4-8180-2098-6

⑧在宅における日常生活援助技術（住まい・生活環境、清潔と衣生活）
【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

④薬物療法と服薬管理

⑦在宅における日常生活援助技術（活動と休息、リハビリテーション）

【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

⑤在宅終末期ケア、疼痛管理

⑥在宅における日常生活援助技術（食事・排泄）

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

病院・訪問看護事業所等での実務経験を敷かして、地域・在宅にで生活している方がに対する必要な知
識・技術を教授する。

②処置に伴う援助技術（医療処置）

③処置に伴う援助技術（医療処置）

①ガイダンス、在宅看護技術（マナー、コミュニケーション）
【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

【予習】テキストや参考文献で確認
【復習】ポイントをまとめる

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：
テストは講義ごとに行います。レポート・発表は適宜行います。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
テストやレポートを学生へ返却します。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

コミュニケーションを取ることにより相手のことを考える姿勢を身につける。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

在宅療養者と家族のQOL向上を目指した生活支援方法について理解する。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

地域・在宅看護は様々な健康状態がその人が希望する住みやすいところで暮らしていくことを
目的としてる。その人ごとに必要な援助技術・医療処置があり、そのために様々な知識が必要
になってくる。その支援方法を実施できるための基盤をつくる。

キーワード

在宅療養者、家族、生活援助

授業における学修の到達目標

看護学科

科目の区分 備考

地域・在宅看護技術論 担当教員　氏名：　 炭谷英信 他

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期 講義
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート：
看護過程記録

60 ％ 発表： 30 ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】テキスト１　第1部
テキスト２　序章、第1章 熟読
【復習】該当ページ熟読

【予習】　テキスト１第1部、テキスト
２、第1章 熟読
【復習】該当ページ熟読

【予習】事例について学習
【復習】情報整理課題の遂行

【予習】６０分
【復習】６０分

【予習】６０分
【復習】６０分

Ｈ　コミュニケーション力

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：本科目はアクティブ・ラーニングの一環としてグループワークやディベートなどを取り入れ、地域で暮らす人びとや療養者、家族
の健康管理やQOL向上を目指した生活支援を理解し看護が展開できることをねらいとしています。
上記の「その他10%」:授業の取り組み姿勢を評価します。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

グループワークを通し各自の役割を理解し、チームに参画することができる。

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

情報や知識を複眼的、論理的に分析し、在宅療養者とその家族のアセスメントを行い、
課題を抽出し課題解決に向けた看護過程が展開できる。

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
その人らしい暮らしを支援するために本人、家族等がどのように暮らしたいのか望みを知り、身体、心理、家族、環境面等をアセスメントしま
しょう

使用テキスト：
1.関連図で理解する在宅看護過程、メヂカルフレンド社、正野逸子・本田彰子、
978-4-8392-1629-0　ｃ3047
2.地域・在宅看護の実践　医学書院　河原加代子　1年後期使用のテキスト

その他参考文献など：

【予習】　【復習】課題の遂行、発表準
備⑦　 在宅療養者の症状・状態別看護　（事例の看護課題抽出、訪問看護計画作成）

⑧　 在宅療養者の症状・状態別看護　（発表、まとめ） 【復習】看護過程について振り返り

⑤　 在宅療養者の症状・状態別看護　（事例の疾患理解と情報整理）

【予習】テキスト２　第1章、資料熟読
【復習】該当ページの確認

【予習】　【復習】課題の遂行

③   地域・在宅での看護記録、看護過程

④ 　在宅療養者の症状・状態別看護　（事例の疾患理解と情報整理）

⑥　 在宅療養者の症状・状態別看護　（事例の情報整理と看護課題抽出）

②　 地域・在宅での看護過程の考え方と展開方法

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

病院、訪問看護事業所等での実務経験を活かして、地域と在宅で暮らす人々の生活の場での看護過程に
ついて教授する。

　　　地域・在宅での看護過程の考え方と展開方法

①　 ガイダンス、地域で暮らす人々とその家族の健康と暮らしの支援

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：適宜課題の提出と発表を課します。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：課題は後日返却します。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

コミュニケーションをすることにより、他者に共感し相手の立場に立って考えることができる姿勢を
身につける。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

地域で暮らす人々とその家族の望む健康と暮らしを支援するために
在宅療養者と家族のＱＯＬ向上を目指した保健･医療･福祉システム、生活支援方法について理解
できる。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

地域・在宅看護論は、地域に住むあらゆる健康レベルの人々が、その人らしく住みなれた地域
で暮らし続けることを支援することを目的とする。ここでは健康の保持増進・疾病の予防、ＱＯＬ
向上を目指した看護について学び、地域で暮らす人々とその家族のＱＯＬ向上を目指した看護
を実施するための基礎をつくる。

キーワード

予防　地域包括ケア　ＱＯＬ　アセスメント

授業における学修の到達目標

看護学科

科目の区分 備考

地域・在宅看護過程 担当教員　氏名：　 荒木晴美

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期 講義
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科目名：　

　単　　位  (卒業要件）
必修／選択

テスト： 50 ％ レポート： 20 ％ 発表： 20 ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

精神病院での経験活かし地域での生活を視座おいた精神障がい者への支援について演習する

【予習】記録を進める
【復習】記録提出

【予習】記録を進める
【復習】記録提出

【予習】記録を進める
【復習】記録提出

【予習】記録を進める
【復習】記録提出

精神障がい者の生きづらさについて、精神症状や精神運動性興奮などの知識を活用できる。精神
医療の変遷から精神障がい者への偏見を学修し適切な援助を考える。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

精神障がい者、生活障がいを理解し適切な援助方法を学修する。当事者とその家族の不安や
健康問題を解決するための看護を看護計画として立案、実践できる基本的能力を学修する。
精神科病院の変化に対応し、家族や地域支援システムなど社会資源の活用方法について学
修する。

キーワード

精神科疾患と精神症状　　治療的かかわり
精神科リハビリテーション
地域支援システム
看護計画立案　　プロセスレコード

授業における学修の到達目標

②【千】精神科疾患の理解、精神看護における援助技術の理解（疾患、症状、治療、薬物療法、ケア）

看護学科

科目の区分 備考

精神看護学援助論Ⅱ 担当教員　氏名：　 坂東紀代美とりまとめ 他

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期 演習

③【千、坂東】精神科疾患の理解、精神看護における援助技術の理解　グループワーク

①【坂東】入院環境と治療的アプローチ
【予習】精神科疾患と症状につい
て熟読
【復習】グループワーク準備

【予習】グループワーク準備
【復習】発表準備

【予習】発表準備
【復習】発表内容修正後提出

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：次回講義までレポー記入し提出

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：提出レポートにコメントを記載し返却

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

精神科疾患や精神科病院への偏見を理解し、当事者への人権的配慮ができる。疾患からの行動
を理解して対応できる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

Ｂ　専門的技術
精神科疾患からの影響や各人に適した社会資源、社会復帰について学修し、知識を活用できる。

⑤【千、坂東】精神科疾患の理解、精神看護における援助技術の理解　グループワーク発表

⑨【坂東】リラクゼーションの必要性の理解、演習

Ｄ　問題解決力

H　コミュニケーション力
精神科疾患の急性期や慢性時の特徴に対して信頼関係の構築や不安の除去にむけて工夫する
大切さが理解できる。

⑦【坂東】アウトリーチ（訪問看護）、ACT、家族看護

⑭【長谷川】プロセスレコードと再構成の理解
【予習】テキスト熟読
【復習】授業内容、資料熟読

⑮【長谷川】プロセスレコードと再構成の理解
【予習】前回授業内容熟読
【復習】レポート提出

⑩【坂東】リラクゼーションの必要性の理解、演習

④【千、坂東】精神科疾患の理解、精神看護における援助技術の理解　グループワーク
【予習】記録内容の予習をする
【復習】事例を基に記録する

【予習】記録を進める 【復習】記録
提出

【予習】資料熟読
【復習】演習ついてレポート提出

【予習】記録を進める
【復習】記録提出

⑫【千】事例検討、アセスメント、看護計画立案事例検討、記録

⑪【千】オレム・アンダーウッドの理論の理解

⑧【千】精神科救急システム

⑥【千、坂東】精神科疾患の理解、精神看護における援助技術の理解　グループワーク発表

【予習】記録を進める
【復習】記録

【予習】記録を進める
【復習】記録提出

⑬【千】アセスメント、看護計画立案事例検討、記録

⑯試験

精神の障がいが、家族関係や社会生活上にもたらす影響について考えることができ、個別の看護
計画に反映させることができる。

当事者に必要な具体的援助や支援を実践できる。精神科リハビリを理解し、関係する人や社会資
源の活用を考えることができる。

使用テキスト：
　・精神看護学(1):情緒発達と精神看護の基本 (ナーシンググラフィカ)ISBN978-
8404-7541-9　C3347
　・精神看護学(2):精神障害と看護の実践 (ナーシンググラフィカ)ISBN978-4-
8404-7542-6　C3347
　・　自己理解・対象理解を深める　プロセスレコード　第3版（日総研）ISBN978-
4-7760-1913-8　C3047

その他参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護
のための精神医学　第2版　中井久夫　医学書院
ISBN978-4-260-33325-2C3047

Ｇ　倫理観

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

出席状況、授業態度、定期試験の結果などを総合的に評価する。アクティブラーニングの一環としてDVD鑑賞後グループ討議と発表を行う。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

Ｃ　論理的思考力
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 30 ％ レポート： 40 ％ 発表： 0 ％ 演習： 20 ％ その他： 10 ％

学習に必要な
時間（分）

【予習】60分
【復習】60分

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：課題は期日を守って提出する。演習においてグループメンバーと協力して行う。

使用テキスト：1．矢永勝彦他編集：系統看護学講座；別巻　臨床外科看護総論，ISBN978-
4-260-02769-4 医学書院．２．北島政樹他編集：系統看護学講座；別巻　臨床外科看護各
論　ISBN978-4-260-02765-6 医学書院．3．看護診断ハンドブック第11版，ISBN978-4-
260-03451-7 医学書院．

⑨【中田・大橋】グループワーク：看護過程の展開（２）関連図

⑩【中田・大橋】グループワーク：看護過程の展開（３）看護診断

【予習】演習課題の実施
【復習】演習後の課題提出

⑬【大橋・中田】演習：手術後患者の看護（術直後の観察） 【A・B別日】

【予習】演習課題の実施
【復習】演習後の課題提出

【予習】演習課題の実施
【復習】演習後の課題提出

【予習】関連したテキストを読む。（テキスト123）
事例の疾患と看護について調べ、課題に取り
組む
【復習】テキストと講義資料をもとに復習する

【予習】関連したテキストを読む。（テキスト124）
事例の疾患と看護について調べ、課題に取り
組む
【復習】テキストと講義資料をもとに復習する

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

その他参考文献など：　竹内登美子：周手術期看護1～5，医歯薬出版株式会
社、矢田昭子編集：基準看護計画（第3版），照林社
本庄恵子監修：写真でわかる臨床看護技術②，インターメディカ、雄西智恵美
編集：周手術期看護論，ヌーヴェルヒロカワ

⑯試験

【予習】120分
【復習】120分

【予習】テキスト1の第7章、テキスト3を読む
【復習】講義資料をもとに復習する

③【中田】手術中の患者の看護

ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：別に定めた日時に実施する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：　演習に向けて事前課題を提示し、演習後提出を課す。授業の中で適宜解説を
する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

②【中田】手術前の患者の看護 【予習】テキスト1の第7-8章を読む
【復習】テキストと講義資料をもとに復習す
る

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ グループでの自己の役割を理解し、自己の責任を果たし、お互いを資源とし、助け合う

①【中田】 周術期の看護過程の展開：看護診断と共同問題の理解

Ｇ　倫理観 他者が、自分が尊重され、配慮されたと認識できるような行動をする

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 

Ａ　知識・理解力 知識を体系的に理解するとともに、学んだ知識をつないでいくことができる

Ｃ　論理的思考力 さまざまな知識･技術を統合し活用するために論理的に考え、看護を探求する

Ｅ　自己管理力 自らを律して、困難にも諦めない、逃げない、自分勝手な解釈をし、他者批判をしない

演習 必修

看護学科

成人看護学援助論Ⅱ 担当教員　氏名：　 中田 智子(主）  大橋 達子

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

【予習】120分
【復習】120分

④【中田】手術後の患者の看護

⑮【中田・大橋】演習：手術後患者の看護（初回離床） 【A・B別日】

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

⑧【中田・大橋】グループワーク：看護過程の展開（１）情報の整理とアセスメント

⑪【中田・大橋】グループワーク：看護過程の展開（４）看護計画立案

【予習】テキスト1の第9章を読む
【復習】テキストと講義資料をもとに復習す
る⑤【中田】手術後回復期の患者の看護

⑥【中田・大橋】演習：手術前患者の看護（術前オリエンテーション） 【A・B別日】

⑦【大橋・中田】演習：手術前患者の看護（術前訓練） 【A・B別日】

⑭【中田・大橋】演習：手術後患者の看護（手術後の清拭・更衣） 【A・B別日】

⑫【大橋・中田】演習：手術後患者の看護（術後受け入れ準備） 【A・B別日】

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

手術を受ける患者の術前・術中術後の看護を理解し、「看護過程」を用いてアセスメント・
看護診断・看護計画立案を行い、必要な観察及び援助技術の習得をめざす。

手術侵襲・生体反応
術前・術中・術後の看護
術後合併症
看護過程

１ ２年次 後期 専門科目

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

看護師の実務経験を活かして、看護の場や対象の理解と現状について教授する。
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 40 ％ 発表： 40 ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

学習に必要な 時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

⑨看護過程の展開（７）　　中間発表で得た助言をもとに修正
【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

看護過程を実際に行うことで，解決に必要な情報収集・分析・具体的な支援策を考え，次の支援に繋げていくことができる

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
「その他10％」については，授業態度・グループワークでの取り組み姿勢を評価する。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：最後に筆記試験による学習内容の確認を実施する。
適宜、レポートによる課題を提示する。テーマや提出日は講義内に伝える。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：　事例の記録について項目ごとにコメントし、記録を返却する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

①慢性期看護と客観的な記録方法
【予習】慢性期疾患看護テキストの１章を熟読
【復習】①の復習

②看護過程の展開：事例紹介、記録用紙の使用法、情報収集
【予習】成人看護実習Ⅱの記録様式を確認する
【復習】作成

③看護過程の展開（１）　  疾患・検査・治療について調べる
【予習】慢性期疾患に関する参考文献を準備する
【復習】作成

④看護過程の展開（２）　  アセスメント（情報収集と分析）
【予習】アセスメントを理解する
【復習】作成

【予習】関連図の内容を理解する
【復習】作成

⑤看護過程の展開（４）　　関連図作成

⑥看護過程の展開（５）　　中間発表資料作成準備 【予習】事例に基づき中間発表準備　【復習】

⑦看護過程の展開（５）　　中間発表会（情報収集から問題点抽出） 【予習】発表準備　【復習】不足部分追加

【予習】発表準備　【復習】不足部分追加

【予習】診断ガイドブック参考に理解
【復習】作成

⓼看護過程の展開（６）　　中間発表会（情報収集から問題点抽出）

⑩看護過程の展開（７）　　診断リスト作成
【予習】看護計画の目標の理解
【復習】作成

⑪看護過程の展開（８）　　目標・計画立案
【予習】　EPの具体的方法の理解
【復習】作成

⑫看護過程の展開（９）　　指導案作成
【予習】
【復習】指導案作成

使用テキスト：１．鈴木久美編,成人看護学慢性期看護病気とともに生活する人を
支える改訂第３版,南江堂ISBN978-4-524-24198-9　　２．リンダJ.カルペニート著,
黒江ゆり子監訳,看護診断ハンドブック(第1１版),医学書院ISBN978-4-260-
03451-7C3047

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
看護過程の展開方法について１年次に習得した看護過程授業の資料などを見直しながらグループワークに臨みましょう。

⑬看護過程の展開（９）　　指導リーフレット作成
【予習】
【復習】指導リーフレット作成

⑭看護過程の展開（10）　　最終発表会
【予習】発表会準備
【復習】

⑮看護過程の展開　最終発表会
【予習】発表会準備
【復習】

その他参考文献など：　１．渡邊トシ子編集,ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看
護アセスメント（第３版）

小倉　之子

備考

看護学科

成人看護学援助論Ⅳ 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修１ ２年次 後期 専門科目 演習

情報収集、アセスメント、関連図、看護計画、指導計画 において実際の記載事例をそれぞれに挙げ、学生が誤りやすい箇所や捉えておきたい情報などについ
て説明し個別性のある看護過程の展開をめざす

実務経験を用いてどのような
授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

成人看護実習に向けて事例による看護過程の展開の実際を習得する。１年生で習得した看護
過程の展開を発展させ、慢性病をもつ事例についてカルペニートの診断マニュアルをもとに慢
性病看護の視点をもった展開を習得する。

慢性期看護、看護過程

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｄ　問題解決力

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ａ　知識・理解力 1年次に習得した看護理論，病態生理を再確認しながら理解することができる

Ｂ　専門的技術 状況や関係を把握して，疾患看護の技術を習得することができる

Ｃ　論理的思考力 さまざまな情報や知識を得て，大局的・論理的に分析することができる

看護過程を実際に行うことで，解決に必要な情報収集・分析・具体的な支援策を考え，次の支援に繋げていくことができる
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 50 ％ レポート： 40 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学習に必要な
時間（分）

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

看護師の実務経験を活かして、看護の場や対象の理解と現状について教授する。

高齢者の健康課題をアセスメントし、看護計画が立案できる

援助にあたり、個人の尊厳を守ることができる

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：　別に定めた日時に最終テストを行う。

高齢者の機能障害が日常生活に及ぼす影響と生活機能の維持・向上への支援方法を
理解する

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学習教育目標の概要：

高齢者の保健行動の特徴を知り、日常生活における健康維持・増進及び疾病・事故予
防の視点をもった援助について理解できる。また、健康維持・増進のための環境調整に
ついても理解する。

キーワード

高齢者、健康維持・増進
QOL　　　、事故予防

日常生活行動、環境調整

授業における学修の到達目標

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：　課題は添削の後返却し、授業で解説する。

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｇ　倫理観

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：
レポートは看護過程の展開、その他１０％は授業態度・取り組み姿勢や出席状況について評価する。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

高齢者の特徴に応じた看護技術の実際が分かる

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：　テキスト①②は併用するため持参してください。

ゲストスピーチとして現場の高齢者施設からのレクチャーを予定している

使用テキスト：　①北川公子著者代表：系統別看護学講座専門分野Ⅱ老年看護
学（医学書院）ISBN978-4-260-03186-8　  ②鳥羽研二他：系統別看護学講座
専門分野Ⅱ　老年看護病態・疾患論（医学書院）ISBN978-4-260-03172-1

その他参考文献など：　①厚生労働統計協会：国民衛生の動
向
②泉キヨコ他編集：老年看護技術（メジカルフレンド社）③古田
愛子監修：新訂版写真でわかる高齢者ケアアドバンス④山田
律子他：老年看護過程（医学書院）

⑧【大橋・泉】看護過程の展開（２）アセスメント

⑨看護過程の展開（３）アセスメント

【予習】アセスメントを進める
【復習】⑧の復習

【予習】アセスメントを要約する
【復習】⑨の復習

⑩看護過程の展開（４）関連図

⑪看護過程の展開（５）関連図

⑫看護過程の展開（６）計画立案

⑬看護過程の展開（７）計画立案

⑭看護過程の展開（８）援助の実施

⑮看護過程の展開（９）まとめ

【予習】関連図を作成する
【復習】⑩の復習

【予習】関連図を作成する
【復習】⑪の復習

①高齢者の生活機能を整える援助（移動・移乗）

②高齢者の生活機能を整える援助（移動・移乗）

③【泉】高齢者の生活機能を整える援助（食事）

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

【予習】演習前課題
【復習】①の復習

【予習】演習前課題
【復習】②の復習

【予習】演習前課題
【復習】③の復習

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期

授業方法

演習

看護学科

科目の区分 備考

高齢者看護学援助論Ⅱ 担当教員　氏名：　 　米山美智代  とりまとめ  他

【予習】演習前課題
【復習】④の復習④【泉】高齢者の生活機能を整える援助（食事）

⑤【炭谷】高齢者の生活機能を整える援助（排泄）

⑥【炭谷】高齢者の生活機能を整える援助（排泄）

⑦【大橋・泉】看護過程の展開（１）情報整理

【予習】看護計画の立案する
【復習】⑫の復習

【予習】看護計画を立案する
【復習】⑬の復習

【予習】援助計画を実施する
【復習】⑭の復習

【予習】事例を見直し整理する
【復習】⑮の復習

【予習】演習前課題
【復習】⑤の復習

【予習】演習前課題
【復習】⑥の復習

【予習】疾患について学習する
【復習】⑦の復習
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 70 ％ レポート： 10 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

【予習】60分
【復習】60分

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：
グループワークにおける態度・取り組み姿勢や課題内容について評価する

④【古里】事例による看護過程の展開：情報の整理とアセスメント

⑨【古里・北澤・平井】小児看護技術演習　Aグループ
講義　Bグループ　与薬・静脈注射の支援

⑦【古里】事例による看護過程の展開：看護過程から立案した看護計画（グループ発表）

⑤【古里】事例による看護過程の展開：アセスメント、関連図、看護問題の抽出

【予習】グループ発表に向けて、
担当箇所の発表資料作成
【復習】他のグループと学びを共
有する

【予習】テキスト付属のDVD視聴
とテキストで技術のイメージ化
【復習】実施した技術の振り返
り。気づきと今後の課題の明確
化

⑪【古里・北澤・平井】小児看護技術演習　Bグループ
講義　Aグループ　与薬・静脈注射の支援

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
・こどもの発達段階や身体的特徴をとらえた看護技術を考える場とする。
・小児看護師として「子どもの最善の利益」を守る関わりができる知識・技術の習得を目指す。

⑬【古里】小児看護学①第5章「症状を示す小児の看護」①

⑭【古里 】小児看護学①第5章「症状を示す小児の看護」②

⑮【古里】　小児看護学②第2章　新生児の看護

使用テキスト：
・系統看護学講座　小児看護学①　　医学書院　ISBN　978-4-260-03860-7   ※1年次購入済
・ナーシンング・グラフィカ　人体の構造と機能①「解剖生理学」　ISBN： 9784840453745※1年次購入済
・系統看護学講座　小児看護学②　　医学書院  ISBN　978-4-260-03866-9
・新訂版　写真でわかる小児看護技術 　インターメディカ出版　ISBN 978-4-8996-409-4
・ナースの小児科学　改訂6班　中外医学社　ISBN 978-4-498-07579-5

その他参考文献など：
小児の疾患と病気の成り立ち等の医学書を参考にす
る。

【予習】テキストの該当箇所を読
む
【復習】配布資料の確認と復習

授業科目の学修教育目標の概要：

⑥【古里】事例による看護過程の展開：看護計画の立案、発表原稿完成

⑫【古里・北澤・平井】小児看護技術演習　Bグループ
講義　Aグループ　吸引、酸素療法、骨髄穿刺、腰椎穿刺の看護

⑩【古里・北澤・平井】小児看護技術演習　Aグループ
講義　Bグループ　　吸引、酸素療法、骨髄穿刺、腰椎穿刺の看護

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

看護師の実務経験を活かして、対象の理解と看護技術の実際について講義を行う

・前期の小児看護学の内容をふまえ、健康問題がある小児と家族の看護技術を身につける。
・事例を通して小児看護に必要な看護過程を学ぶことができる。
・「子どもの最善の利益」を考慮した看護技術と知識の統合ができる。

キーワード

障がい・健康問題・小児・家族・「子どもの最善
の利益」・看護技術・看護過程

授業における学修の到達目標

アクティブラーニング要素：

【予習】テキストの該当箇所を読
む
【復習】配布資料の確認と復習

【予習】テキストの該当箇所や配
布資料を読む・図書館などで参
考図書を活用し、課題シートの
記入
【復習】看護過程に用いるシート
の記入と修正の繰り返し（つくり・
つくりかえ・つくる）

実習、フィールドワーク

⑧【古里】事例による看護過程の展開：看護過程から立案した看護計画（グループ発表）

⑤「子どもの最善の利益」を考慮した臨地実習の準備ができる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

①病気や入院や病期別の小児と家族を支援するための看護技術を身につける。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

②さまざまな状況にある小児と家族の現状を理解する。

③小児期特有の症状や疾患をもつ小児と家族のへの支援技術を習得する。

④事例から疾患をもつ子どもと家族の看護についてグループ間で理解を深め、看護過程の考え
方を知る。

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

Ｇ　倫理観

②【古里】小児看護学① 第3章　小児における疾病の経過と看護
                                     第7章　障害のある小児と家族の看護

③【古里】事例による看護過程の展開：情報の整理とアセスメント

①【古里】小児看護学①　第1章　病気・障害を持つ子どもと家族の看護
                                      第2章　小児の状況（環境）に特徴づけられる看護

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
テストや提出レポートに評価の数値化やコメントを記載して返却する。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

看護学科

科目の区分 備考

小児看護学援助論Ⅱ 担当教員　氏名：　
古里　直子とりまとめ
平井　宏衣、北澤　由実子 他

授業方法

１

  開講時期（年次・期）

２年次 専門科目 必修後期 演習
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 70 ％ レポート： 20 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：母性看護学援助論Ⅰで習得した知識を踏まえた授業になります。しっかりと復習をして臨みま
しょう。グループワークが中心となるので意欲的に学習に臨みましょう。ナーシングスキルを活用して予習復習をしましょう。

⑯【稲垣】試験

⑭【山本・稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　新生児の援助と授乳支援
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑮【山本・稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　新生児の援助と授乳支援
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

使用テキスト：　①森恵美 系統看護学講座専門分野　母性看護学各論母性看
護学[2]（ 医学書院）ISBN978-4-260-04223－9 　②中込さと子　母性看護学
［1］：概論・リプロダクティブヘルスと看護 第2版 ナーシング・グラフィカ　ISBN-
13：978－4－8404－7531－0　③母子健康手帳  　④平澤美惠子　新訂版写真
でわかる母性看護技術 アドバンス （インターメディカ） 　ISBN978-4-89996-
410-0　※①は母性小児疾病治療管理論の使用テキストと同じ　②③は1年次
④は前期に購入済み　⑤村本淳子 直前母性看護実習プレブック　看護過程の
思考プロセス（医歯薬出版）ＩＳＢＮ978-4-263-23727-4

その他参考文献など：　太田操：ウェルネス看護診断にも
とづく母性看護過程、医歯薬出版株式会社、 井上 裕美
他：「病気がみえるvol10　産科」 メディックメディア、　森恵
美 系統看護学講座 専門分野母性看護学 [1]母性看護
学概論 医学書院 ＩＳＢＮ978-4-260-04225-3

⑪【稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　母子と家族の看護
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑫【山本・稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　妊婦と褥婦の援助技術
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑬【山本・稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　妊婦と褥婦の援助技術
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑧【稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　産婦の援助技術
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑨【稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　産婦の援助技術
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑩【稲垣】母性看護に必要な援助技術　[技術演習]　母子と家族の看護
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑤【稲垣】看護過程の展開　[事例演習]
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑥【稲垣】看護過程の展開　[事例演習]
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

⑦【稲垣】看護過程の展開　[事例演習]
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

②【稲垣】看護過程の展開　[事例演習]
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

③【稲垣】看護過程の展開　[事例演習]
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

④【稲垣】看護過程の展開　[事例演習]
【予習】【復習】テキスト・資料の熟
読

①【稲垣】ガイダンス　マタニティサイクルにある対象に必要な看護技術について 【予習】【復習】ガイダンスで提示

アクティブラーニング要素：

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：課題は授業で指示する。技術の習得状況に応じて授業内容を変更する場合がある。科目最
終試験は8回終了後に実施するので日程を確認すること。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：看護過程の展開については発表時に助言する。テストは必要に応じて解説する。
レポートは返却時にコメントを提示する。

授　業　計　画　
準備学修（予習・復習等）

学修内容

特記事項：事例の看護過程の展開はグループ課題とし、発表し共有する。技術の学習にナーシングスキルを活用します。演習はグループ
に分かれて行う。評価には授業態度を含む。

Ａ　知識・理解力
マタニティサイクルにある女性の心身の変化とケアおよび新生児の特徴とケアについて
基本的な知識をもとに技術を学ぶ。

Ｂ　専門的技術 妊婦・産婦・褥婦・新生児のケアに必要な援助技術を習得する。

Ｃ　論理的思考力 対象の状態をアセスメントし看護援助を計画実施できる能力を習得する。

Ｄ　問題解決力 正常または健康障害を持つ対象への援助方法を理解する。

Ｇ　倫理観 女性の自己決定と生命倫理について理解を深めそれを支えることの意義を学ぶ。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

マタニティサイクルにある母子と家族に対する個別的看護実践を考えるために必要な知識と技
術を習得する。妊婦・産婦・褥婦および新生児が正常に経過するための援助およびセルフケア
能力を高めるための看護援助方法について、基本的な看護過程の展開を通して学ぶ。

看護過程の展開　ウエルネス思考
セルフケア　　母乳育児支援
母性看護技術

授業における学修の到達目標
学修教育目標

（卒業認定・学位授与の方針との関連）

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

助産師としての経験を活かし、妊婦・産婦・褥婦、新生児およびその家族の看護における実際の体験を交
えながら指導する。

授業科目の学修教育目標の概要： キーワード

１ ２年次 後期 専門科目 演習 必修

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法 備考

看護学科

母性看護学援助論Ⅱ 担当教員　氏名：　 稲垣 尚恵、山本 朋子
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： ％

学習に必要な
時間（分）

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法 備考

実習 必修

看護学科

成人看護学実習Ⅰ 担当教員　氏名：　 大橋達子とりまとめ 他

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

手術を受ける患者の術前・術中・術後の特徴を理解し、患者および家族のニーズに応じた看護過
程を展開し、手術を受ける患者の回復支援のための看護師の役割を理解することができる。
手術中患者の看護の要点を知ることができる。クリティカルな状況にある患者の特徴と看護を知る
ことができる。

生体侵襲
生体反応
臨床判断
共同問題
社会復帰

３ ２～３年次 通年 専門科目

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

看護師の実務経験を活かして、看護の場や対象の理解と現状について教授する。

Ａ　知識・理解力 これまで学んだ知識と見学・体験した看護を統合することができる。

Ｂ　専門的技術 患者の安全を確保して、その人に応じた方法で援助を提供することができる。

Ｄ　問題解決力 受け持ち患者の看護過程の展開を実践することができる。

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ
グループでの自己の役割を理解し、自己の責任を果たすことができる。互いの情報を共
有して助け合うことができる。

  2年～3年次　前期　　3単位：135時間

Ｇ　倫理観
自らを律して、人・社会人として看護師を志す者として、自己を見つめ新たなる自己成長
を目指すことができる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
出席状況、実習中の積極性を重視する。課題レポート、実習記録の提出その内容から総合的に判断する。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 

予習：疾患と看護について、
整理したノートの提出

ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：実習前課題にコメン
トして返却し、不備のある学生は再提出を課す。

復習：実習の振り返りを行
い、実習記録を整理し、提出

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

＊実習日程・内容等の詳細については実習要項に記載

事前の演習(1)：4事例を提示
し、学生同士で演習

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
本実習の目的を理解し、目標の到達に必要になる行動目標を明確化して毎日の実習に臨んでほしい。担当教員および指導者と報告・連絡・相談を密に行い、行
動計画を修正しながら積極的に実習に臨んでほしい。

使用テキスト：1．矢永勝彦他編集：系統看護学講座；別巻　臨床外科看護総論，
ISBN978-4-260-02769-4 医学書院．2．北島政樹他編集：系統看護学講座；別巻　臨床
外科看護各論　ISBN978-4-260-02765-6 医学書院．3．看護診断ハンドブック第11版，
ISBN978-4-260-03451-7 医学書院．

その他参考文献など：
竹内登美子：周手術期看護1～5（医歯薬出版株式会社）

本庄恵子監修：写真でわかる臨床看護技術②（インターメディカ）

事前の演習(2)：手術室の手洗
い、ガウンテクニック、無菌操
作、洗髪、足浴、清拭の演習
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 80 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

学習に必要な 時間（分）

【予習】120分

【復習】120分

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

【予習】事前学習：疾患と看
護について、整理したノート
の提出。実習期間中は、翌
日の実習行動計画を立案
し、実習に臨む
【復習】毎日の実習終了後
は、実習日誌、看護過程展
開などの記録の整理をす
る。事後学習：実習の振り返
りを行い、実習記録を整理
し、提出

4週間の実習の中で身体的調整，精神的調整を行いながら、自己を見つめなおして新たなる自己成長を
目指すことができる

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
出席状況、実習中の態度や積極性を重視する。
レポート課題、実習記録の提出などの期限は厳守すること。
実習事前課題は、再提出も含めて実習前に提出すること。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：実習最終日に記録物を提出。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：毎日の実習記録について助言し、記録の修正をする。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

2年～3年次　前期　　3単位：　135時間

　　　　　＊実習日程・内容などの詳細については、実習要項に記載

使用テキスト： その他参考文献など：1.経過別成人看護学3慢性期看護,メヂカルフレンド
社.2.ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看護アセスメント,ヌーヴェ
ルヒロカワ,渡邊トシ子編.3.看護診断ハンドブック第11版,医学書院.リンダJ
カルペニート.

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
本実習の目的を理解し，目標の到達に必要になる行動目標を明確化して毎日の実習をに臨んでほしい．
受身ではなく毎日の実習目的を自ら提示し，指導者と相談・連絡・報告し修正しながら積極的な姿勢で実習に参画されることを望む．

　　　　　　実習病院：　　射水市民病院　　、真生会富山病院

小倉 之子とりまとめ  他

備考

看護学科

成人看護学実習Ⅱ 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修３ ２～３年次 通年 専門科目 実習

看護師の実務経験を活かして、看護の場や対象の理解と現状について教授する。
実務経験を用いてどのような

授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

慢性病をもつ対象者や、回復期・終末期にある対象者を理解するとともに共感的態度の
育成を目指し苦痛の緩和や自己実現への支援およびQOLの向上を目指した看護援助
の実際を学ぶ。

慢性病・回復期・終末期看護、
看護過程の展開と実践、継続看護、ＱＯＬ

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｄ　問題解決力

Ｅ　自己管理力

Ａ　知識・理解力 机上で学んだ知識を臨地で繋げることができる

Ｂ　専門的技術 単に基礎的な技術方法ではなく、その人に応じた方法を提供することができる

Ｃ　論理的思考力 対象者の情報収集・アセスメントを論理的に整理することができる

対象者の困りごとを共有し，改善方法を看護過程思考を用いて患者とともに考えることができる
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％
その他：

実習記録
態度

100 ％

学習に必要な
時間（分）

２年次 専門科目

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：

後期 実習

個々の健康レベルに合わせ、生理的欲求に関わるニーズに応えることができる。

看護行為にあたり、その根拠を述べることができる。

高齢者の尊厳を大切にした態度で接し、個人のプライバシーを守る配慮ができる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

看護師の実務経験を活かして、看護の場や対象の理解と現状について教授する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：　実習記録は毎日教員が確認、指導する。

高齢者の特性に合わせた交流を持つことができる。Ｈ　コミュニケーション力

必修

授業科目の学習教育目標の概要：

高齢者の特性を理解し、高齢者の健康レベルやライフサイクルの視点から健康上の問
題を考え、解決のための援助を理解し実施する。また、高齢者の生活を支援する方法
と看護が果たす役割について学ぶ。

キーワード

高齢者の特性          健康レベル
生活支援　　　　　　　　看護の役割

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート

生活の場で高齢者と関わり、特性に合わせ援助する方法と看護師の役割を知る。

２

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

看護学科

科目の区分 備考

高齢者看護学実習Ⅰ 担当教員　氏名：　 大橋達子とりまとめ　他

  開講時期（年次・期） 授業方法

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：体調を整え実習に望んでください。

使用テキスト：　①北川公子著者代表：系統別看護学講座専門分野Ⅱ老年看護
学（医学書院）ISBN978-4-260-03186-8　  ②鳥羽研二他：系統別看護学講座
専門分野Ⅱ　老年看護病態・疾患論（医学書院）ISBN978-4-260-03172-1　③
小田豊二他著：ﾜｰｸﾌﾞｯｸ｢聞き書き｣を始めよう（木星舎）ISBN978-4-901483-
75-9C0037

その他参考文献など：

授　業　計　画　
学習内容

準備学習（予習・復習等）

　　　　＊詳細については実習要項に記載、オリエンテーションで説明する

【予習】
事前課題（実習前に提示）
実習中、適宜追加学習

【復習】
実習の振り返り学習（学内）

実習施設：富山県内の介護老人福祉施設および介護老人保健施設

【予習】120分
【復習】120分

実習期間：2年次　後期　　2単位：90時間（施設実習2週間、学内実習3日間）

Ｇ　倫理観

グループワーク プレゼンテーション

特記事項：
「聞き書き」を実践し、1冊の冊子を作成する。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他：
実習記録

態度
100%

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分

【復習】120分

　高齢者特有の健康問題に対し、具体的援助方法を考え提供することができる。

　看護行為にあたり、その根拠を述べることができる。

　高齢者の健康問題を解決するための看護過程を展開することができる。

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

Ｇ　倫理観

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：特記事項:実習への積極的取り組み姿勢を重視する。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
１．本実習の目的を理解し、積極的に実習に参加されることを期待します。
２．行動目標を明確にして実習に望んでください。
３．健康および生活管理を十分に行ってください。

使用テキスト：高齢者看護学関連講義(概論、援助論I・II)等の教科書・資料
(今まで使用のもの)

その他参考文献など：

　　　　＊詳細については実習要項に記載、オリエンテーションで説明します。

　

　　実習施設：

　　県内の病院

【予習】予習課題（実習前に
提示） 実習中は適宜追加
学習

【復習】まとめのﾚﾎﾟｰﾄ（記録）

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

看護師の実務経験を活かして、看護の場や対象の理解と現状について教授する。

2年～3年次　前期　　2単位：90時間

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：事前学習、実習中の学習態度、記録物・課題レポートなどを総合的に評価します。
*提出物は期限を厳守してください。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：実習記録は毎日教員が確認、指導します。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

　高齢者の尊厳を重んじ、人権に配慮した対応ができる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

　現在までに得た知識や技術を実践の場で活用・統合することができる。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

対象者及び家族の思いを尊重しながらＱＯＬの向上を目指し、高齢者の特性を踏まえた 看
護過程を展開する。

キーワード

高齢者の特性　生活支援
ＱＯＬの向上
看護過程

授業における学修の到達目標

看護学科

科目の区分 備考

高齢者看護学実習Ⅱ 担当教員　氏名：　 米山 美智代とりまとめ　他

授業方法

２

  開講時期（年次・期）

２～３年次 専門科目 必修通年 実習
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 60 ％ 発表： 20 ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】120分

【復習】120分

２

  開講時期（年次・期）

2～３年次 専門科目 必修通年 実習

看護学科

科目の区分 備考

小児看護学実習 担当教員　氏名：　 山元恵子　とりまとめ　他

授業方法

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

・子どもの成長発達や生活環境の特徴を理解し、あらゆる場面、あらゆる状況において、子ど
もと家族の最善の利益を考えた支援と看護が果たす役割について学ぶ。
・これらの学習を通して、子どもの権利と自己の倫理観を高める。

キーワード

・最善の利益・看護支援・成長発達・生活環境
・子どもの権利

授業における学修の到達目標

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

看護師の実務経験を生かして指導看護師と共に子どもの最善の利益が理解できるように指導を行う

実習施設：

・富山県リハビリテーション病院・こども支援センター
　　独立行政法人国立病院機構富山病院　　1W

2・3年次　　2単位：　90時間

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：
病院と保育園では、木曜日にカンファレンスを実施する。カンファレンスの中で各自の学びを発表し、グループダイナミクスを活かした学びを共有する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
毎週金曜日に学内実習で各自の学びを発表し、教員から学生にフィードバックする。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

⑧実習にかかわる人々と互いの意図や感情の伝達を言語を介して行うことができる

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

①子どもと家族の特徴に応じた「子どもの権利」と医療・福祉・教育の連携について学ぶ

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

 ・小児科診療所　(外来・クリニック)　1Ｄａｙ

　・西部保育園、作道保育園他　1W

【予習】：事前課題
①小児の成長・発達
②小児の疾病治療・看護
③障がい児看護
④世界・日本・地域の子ども
を取り巻く環境と社会問題
⑤子どもと家族の支援につ
いて

【復習】：国家試験につながる
学習（知識と体験の統合）

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
・子どもは発達段階に応じた関わりが必要です。「子どもの最善の利益」を守る関わりを意識しながら実習を進めてください。
＊遅刻、欠席、事故防止、、感染防止と健康管理に留意し、余裕をもって実習に臨んでください。

使用テキスト：
・系統看護学講座　小児看護学①　　医学書院　ISBN　978-4-260-03860-7
・系統看護学講座　小児看護学②　　医学書院  ISBN　978-4-260-03866-9
・新訂第2版　写真でわかる小児看護技術 　インターメディカ出版　ISBN 978-4-8996-451-3
・ナースの小児科学　改訂6班　中外医学社　ISBN 978-4-498-07579-5

その他参考文献など：
写真でわかる重症心身障害児のケア　インターメディカ出
版　ISBN: 978-4-89996-363-9

②子どもの最善の利益を追求する態度と支援について学ぶ。

③子どもとその家族の「健康レベルや健康増進」を支えるための必要な援助を学ぶ。
④地域で暮らす子どもと家族に対する看護師の役割と対処を学ぶ。

⑤実習中の自己の健康管理ができ、欠席しない。

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｅ　自己管理力

Ｇ　倫理観
⑥適切な報告、連絡、相談ができる。
⑦真摯な態度で実習に臨むことができる。

Ｈ　コミュニケーション力

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：　2単位90時間
  総合的に評価する。
     出席状況・ 実習記録類・ 課題レポート・ 実習中の学習態度
  　提出物は期限を厳守する。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク
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２～３ 年

　単　　位 授業方法
 (卒業要件）
必修／選択

学習に必要な
時間（分）

2年～3年次　　2単位：90時間

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか： 臨床経験を活かし、助産師が行う看護の意図や根拠を説明しながら指導します。

必修

看護学科

科目名：　母性看護学実習 担当教員 氏名：稲垣尚恵（とりまとめ）他

  開講時期（年次・期） 科目の区分 備考

２ 2～3年次 通年 専門科目 実習

授業科目の学習教育目標の概要：       　　　 キーワード

妊娠・分娩・産褥・新生児各期の対象および家族の特徴と形成過程を理解し、母子と
その家族における看護の展開について学ぶ。さらに、女性の健康づくりと地域の連
携及び母子保健の現状について学ぶ。これらの学習を通して自己の生命観、母性
観、父性観をさらに発達させる。

マタニティサイクル　女性と子ども　家族　成長発達
役割適応　健康診査  保健指導　母子保健　子育て
支援　ウエルネス思考 生命観　母性観　父性観

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力 母性看護の基礎的知識の理解を深める。

Ｂ　専門的技術 母性看護の対象に必要な援助技術を理解する。

Ｄ　問題解決力 受持事例の看護過程を展開し、事例の問題解決に必要なケアを考えることができる。

Ｇ　倫理観
母性看護の対象の倫理的問題（自己決定の支援、プライバシーの保護や個人情報の保護、対象
の権利擁護など）を思考する。

Ｈ　コミュニケーション力
看護ケア実践に必要なコミュニケーション技術を用い、受持事例やその家族、実習施設の指導
者、グループん学生、教員との円滑な関係性を図ることができる。

成績評価の基準と方法：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

テスト：　　　％ 実習記録：　80　％ 発表：　１０　％ 実技：　　％ その他：　１０　％

実習方法：　　＊詳細については実習要項に記載
概要

母性看護学実習評価表、最終レポートを含めた実習記録、実習態度を基に評価する。
実習記録は不備が無く、提出期限を守ること、記載内容を最終評価とする。

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

以下の内容について事前学習し実
習に臨んでください。
１．母性看護学概論・援助論、母性
小児疾病治療管理論の講義・演習
（援助技術）内容の振り返り
２．妊娠・産褥・新生児期の母親と胎
児・新生児の心身の変化の特徴に
沿った看護について
３．実習記録における事前学習課題
について学習を進める。

実習前には
充分に実習
要項と実習
ガイドを読
んで理解し
ておくこと。
母性看護学
の授業の内
容の振り返
り、ナーシン
グスキルを
活用した復
習をしておく
こと。また、
実習に有効
な資料を整
理して持参
すること。

使用テキスト：
母性看護学概論、母性小児疾病治療管理論、母性看護学援助論、小児
看護学援助論等で使用したテキストを活用する

その他参考文献など：適宜紹介する。母性看護学概論、母性
小児疾病治療管理論、母性看護学援助論、小児看護学援助
論等で使用した参考書、資料も活用する。

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
＊本実習の目的を理解し、目標の達成に必要な行動目標を明確にし、計画性を持って取り組んでください。
＊実習の計画、実施についてはスタッフ及び教員に連絡・報告を密に行いながら実習に臨んでください。
＊母性看護学概論、母性小児疾病治療管理論、母性看護学援助論で学んだ知識と技術を統合し実践できる機会です。
＊日頃接する機会が少ない方を対象に実習を行うので、看護実践の機会を大切にし、体調管理をし積極的に実習に臨んで下さい。

新生児期

妊娠期
分娩期

産科外来

産科病棟

厚生連高岡病院
高岡市民病院

市立砺波総合病院

市町村保健センター
射水市　　　小矢部
高岡市　　　氷見市
たんぽぽ助産院
ひまわり助産院
さかえ助産院

対象 実習環境 実習施設

産褥期

地域での母子保健
支援

助産所

にじいろ助産院
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 50 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 50 ％

学修に必要な
時間（分）

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ｅ　自己管理力

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

当事者なりのウェルビーイングのための問題解決方法を当事者とともに考える援助技術を習
得する。また、退院後の地域生活を支援するための看護師の役割について学修を深める。

キーワード

精神科疾患について理解し障がい者の生きづらさを理解する。
患者の治癒過程を理解し、看護の役割を意識して援助の方法を考え実習の中で展開
する。

精神障害と生活障害　人格の尊重　早期退院
地域生活支援　ストレングス

授業における学修の到達目標

Ｂ　専門的技術

テスト・レポート･発表・実技試験等の実施時期：

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：実習記録及び実践について評価し、記録は後日返却する。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
実習の目的を理解し、目標到達に必要な行動目標を明確にし、取り組みましょう。
担当教員、指導者に報告、連絡、相談を行い、実習に臨みましょう。
講義で学んだ知識と実習での学びを統合して精神看護をとらえましょう。

実習日程などの詳細については実習要項を参照する。

患者・家族・地域についての理解を深める。

自立・就労支援の見学実習により、精神障がい者の地域生活支援を理解する。

使用テキスト：
　精神科疾患管理論、精神看護学概論、精神看護学援助論の講義で使用した
テキスト、授業看護のための精神医学資料

その他参考文献など：
　看護のための精神医学（中井久夫、医学書院）

・事前課題の取り組み。
・国試問題による学習の確認。
・実習場所の法的根拠を理解する。

実習施設：精神科病院、デイケア、就労支援事業所

デイケア・生活支援・就労支援について見学実習する。

精神科病院では患者1名を受け持ち、看護計画の立案・実践を行い、精神科疾患患者の治
療・看護過程を学ぶ。

2年～3年　通年　　2単位：90時間

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

早期退院の精神科医療を理解し患者個々に適した資源の活用を考慮して入院期間の
援助考えることができる。
患者の情報を的確に収集・アセスメントし看護計画を立案、実施できる。

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

患者の症状や拒否的反応に対して感情的ではなく症状の一部として理解し対応する。
実習において対象者にかかわることを意識して自分自身の心身的健康を管理する。

グループ学習や患者との集団的かかわりの中で、自分の考えや意見を述べることがで
きる。

精神科の強制入院や行動制限・処遇について、病棟での実際の運用から実感官として
理解を深め、実践の中で展開する。

特記事項：
・実習への積極的取り組みを重視する。
・レポート課題、実習記録の提出状況なども参考にし実習最終日に教員と面接し、総合評価する。
・実習前課題は提出期日を厳守する。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

Ｈ　コミュニケーション力

Ｇ　倫理観

看護学科

科目の区分 備考

精神看護学実習 担当教員　氏名：　 坂東紀代美とりまとめ　他

授業方法  開講時期（年次・期）

２～３年次 専門科目

実務経験を用いてどのような授
業を行っているか：

精神科病院や総合病院での勤務経験を活かして地域での生活を視座に置いた精神障がい者への支援に
ついて指導する

必修通年 実習２
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％
レポート：
実習記録

60 ％ 発表： 20 ％ 実技試験： ％
その他：
実習に
臨む姿勢

20 ％

学修に必要な
時間（分）

【予習】

【復習】

Ｇ　倫理観

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：特記事項:本科目はアクティブ・ラーニングの一環として３形態の施設で実習を行います。実習場でのカンファレンス、報告会、　学
内での学びの報告やディスカッションを通して学びの共有化を図り、療養者・家族に応じた看護展開ができることを狙いとしています。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

在宅療養を推進・継続するための社会資源の活用方法を習得できる

療養者及び家族に応じた看護過程を展開することができる。

チームメンバーの一員として役割を理解し、チームに参画することができる。

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

　　　地域包括支援センター

　　　富山型ディサービス

　　実習施設：

　　　訪問看護ステーション

【予習】事前課題に取り組む。
関連する教科書やこれまでの
講義や演習の復習

【復習】実習で経験した事柄
について関連する教科書等
で復習。地域・在宅看護領域
の国家試験問題の学習

     ２．行動目標を明確にして実習に望んでください。

     ３．健康および生活管理を十分に行ってください。

使用テキスト：地域・在宅看護学関連講義使用のテキスト、健康と法律、

 社会福祉概論等の教科書・資料 (今まで使用のもの)

　

その他参考文献など：

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：　 １．本実習の目的を理解し、積極的に実習に参加されることを期待します。

　　　　　　　　　　　　　*詳細については実習要項に記載、オリエンテーションで説明します。

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

病院、訪問看護ステーションなどでの実務経験を活かし、地域に住む人びとの暮らしと健康を守るための支
援や療養者および家族に応じた看護過程の展開、社会資源の活用方法,を学生の体験を踏まえながら教授
する。

通年　 2単位：90時間

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：事前学習、実習中の学習態度、記録物・課題レポートなどを総合的に評価します。
*提出物は期限を厳守してください。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：実習記録、提出課題に対してコメント記載および個人面談でフィードバック
を行います。

授　業　計　画　
学修内容

準備学修（予習・復習等）

援助にあたり、尊厳や権利を尊重する看護の方法を習得する。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

地域に暮らす人びとの健康、在宅で療養する人及びその家族の特徴を理解することがで
きる。

学修教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学修教育目標の概要：

地域に住む人びとの暮らしと健康を守るための支援について理解できる。また、地域・在宅で療
養する人及びその家族の特徴を理解し、療養者及び家族に応じた看護過程が展開できる。さら
に、社会資源の活用について具体的に学ぶ。

キーワード

地域、暮らし、予防、在宅療養、
家族、社会資源

授業における学修の到達目標

看護学科

科目の区分 備考

地域・在宅看護学実習 担当教員　氏名：　 荒木晴美とりまとめ　他

授業方法

２

  開講時期（年次・期）

２～３年次 専門科目 必修通年 実習
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： ％

⑳【小倉、高田】　発表会に向けた準備（役割担当の決定、設営準備）

Ｄ　問題解決力

Ｅ　自己管理力

Ａ　知識・理解力
看護師として成長し続ける基礎を作るために
・選択した文献の内容について説明できる。
・選択した文献の今後の看護活動への活用について述べることができる。

Ｂ　専門的技術
・文献検索ができる
・興味のあるテーマの研究動向についてまとめることができる

Ｃ　論理的思考力 ・計画書の作成ができる

・研究の意義や研究デザイン、倫理を含めた内容でまとめることができる

専門職としての経験や大学院での研究プロセスで学んだ知識と経験を活かし、実践と研究の基本を支援する
実務経験を用いてどのような授

業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

　個々の学生がテーマをもち看護研究の基礎的知識を活かした研究計画ができる。

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

２ ２年次 後期 専門科目 演習

 小倉之子（とりまとめ）高田亮子（とりまとめ）他

備考

看護学科

　看護研究Ⅱ（看護研究の計画）　 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修

使用テキスト：　看護研究Ⅰで使用したテキストを持参する
オリエンテーション担当：　小倉　高田

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
・興味ある事柄を追求していく楽しさを体験してください。
・積極的に図書館を活用してください。

その他参考文献など：

当日役割分担、資料作成の準備

④～⑥【担当教員全員】各領域グループに分かれ、仮テーマを元に文献検索、各領域グ
ループで文献抄読

㉑～㉖【担当教員全員】プレゼンテーションの準備（発表準備）、各役割での事前準備

㉗～㉚：発表会 【担当教員全員】

① 看護研究Ⅱの目的、研究と計画書、文献検索、研究動機とテーマ選
定について  研究計画書のプロセスについて　②文献抄読についての
説明。文献抄読のプロセスおよび内容を確認しながら全員で実施する
③各自興味関心のあるテーマを絞り込み仮テーマを決定。それをもと
にグループ編成

①【高田】看護研究のながれについて（看護研究Ⅰで学んだことのふり返り）
②【高田】文献抄読について
③【高田】研究仮テーマ・研究グループの決定

⑦～⑲【担当教員全員】　研究計画策定　（研究テーマ決定、研究計画書作成

④～⑥　仮テーマをもとに文献検索、文献抄読（担当教員ごとのグルー
プワーク）

⑦～⑲　様式に基づいて研究計画書を作成する。研究テーマ、キー
ワード、背景、目的、方法、倫理的配慮、利益相反の有無、参考文献
研究計画書の締め切り　　月　　　日

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：　別途指示する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：ゼミ形式で担当教員ごとに実施。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

グループワーク プレゼンテーション

・担当教員との調整を自主的に行い、課題を遂行できる

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：　　ゼミ形式で授業を進め、学生が主体的に発表会の運営を行う。
〈評価基準〉　学修到達目標達成度50%,　グループワーク提出物状況30%,　発表会参加度10%, 出席状況10%

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート 実習、フィールドワーク


